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はじめに 良好な荘蚕用蚕桑園である。試験区の内容は表 1に示し

葉を収穫する桑の増収をはかるには，栄養生長の促進 たが，ハイコントローノレ100，ハイコントローノレ180，単

が必要なので，施肥は窒素が中心になるが，寒冷地と暖 肥配合の組合わせと，単肥配合の比較により，緩効性肥

地で、は，生育期間や環境条件も異なるので3 それぞれの 料の肥効と追肥省111各の可否を検討・した。年間N施用量を

地方に応じた施肥が必要で、ある。特に九州では，桑の生 30kg/10 aとし，肥料の特性をよりはっきりさせるため，

育期間が長いこと，年間生育量の 7~8 割が 6 月 ~9 月 試験期間中堆肥は施用しなかった。

に達成されること，高湿多雨で肥料の流亡が大きいこと 試験結果

などの条件が重なるので，夏期の施肥が重要な役割を持 (1) 3か年の平均収量

っている。 年間合計収量ではp 単肥配合を春肥夏肥追肥の 3回に

このためi民地での化学肥料の施用は，春発芽前に施す 分施した対照区に較べて，春肥はハイコントローノレ100，

春肥と，春蚕収穫後 (5 月下旬~6 月上旬に株元から全 夏肥にハイコントロール 180を施用して，追肥を省略し

枝条を伐採収穫する〉の夏肥と，梅雨明け後に施す追肥 た区，春肥にハイコントローノレ)00，夏肥にハイコント

の3回に分施するのが基準となっている。しかし実際に ロール 180と単肥配合を併用して追肥を省略した区，春

は，労力不足と追肥に対する認識不足から，追肥を省11¥各 肥にハイコントロ{ル 100，夏肥と追肥に単肥配合を施

したり，追肥適期を失して， 8月の初秋蚕収穫後に追肥 用した区，春肥は単肥配合，夏肥にハイコントロール

するなどの農家が多く，暖地における桑の生産性低迷の 180，追肥に単肥配合を施用した区がやや増収し，春肥，

一因ともなっている。 夏肥にハイコントロール 100を施用して，追肥を省略し

このようなときに3 全国養蚕農業協同組合連合会から た区，年間施肥量の全量をハイコントロール 180で，春

委託されたコーティング肥料は，肥効持続期間が長く， 肥時に年 1回施肥した区，春肥に単肥配合，夏肥にハイ

降雨による養分流失が少ないことから，暖地多雨地帯の コントロール 180を施用して，追肥を省略した区は，対

火山灰土型桑闘でより効果を発揮するものと考えて 3か 照区とほぼ同程度の収量であった。また，春肥にハイコ

年間実施した試験結果の概要を紹介してみたい。 ントロ{ノレ100，夏肥にハイコントローノレ180を施用して

試験方法 表-2 収量 kg/l0a，34年平均

供試ほ場は鹿児島県の代表的な腐植質火山灰土型桑

園で， 1区1a 2連制とし，桑品種はしんいちのせ，

植付 2年目の夏秋期から 5年目の春までの 3か年間実

施した。
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供試薬園は植付時にけいふん 2t，組砕苦土石灰 2
年1111合計

しようりん 200kgを施用して土壌改良された，生育

表-1 試験区の内容

ぷト~ 1区 2区 3区 4 i三 5区 6 ¥iC 7 l正 B区

ハイコント ハイコン| ハイコント ハイコン| ハイコント ハイコント
lji.肥配合 -4¥肥配合

春肥 ロール100ロル100ロール100ロール100ロール100ロール180
15 15 12 15 15 30 15 15 

ハイコント
ハイコント ロール180ハイコント

ljllJE門~{t
ハイコント ハ{コント ハイコン|

夏肥 ロール180 10 ロール180 ロール100 ロール180ロール180
15 持l肥配合 12 B 15 15 10 

5 

i皇M1'.
Jjll氾配合 Jjil把配合

7 5 

肥料名の下の数字はNk9/10a，草肥配分は尿素，ょうりん，硫加

9区

JI~:í: 1215 1234 1197 1253 1283 1203 1198 1244 1210 

指数 100 102 99 104 106 99 99 103 100 

~~;i:: 1283 1271 1163 1258 1180 1194 1179 1248 1218 

;旨数 105 104 95 103 97 98 97 102 100 

~~lí: 2498 2505 2360 2511 2463 2397 2377 2492 2428 

指数 103 1 103 1 97 103 101 99 98 103 100 

2割減肥した区は，僅かに減収する傾向がみ

られた。

単REncU
収量を蚕期別に分けてみると，夏秋蚕期に

増収した区は，夏肥にハイコントロール 100

を施用して，追肥を省略した区，夏肥と追肥

を単肥配合で施用した区，夏肥にハイコント

ロ{ノレ 180，'追肥lこ単肥配合を施用した区，

夏肥にハイコントローノレ[180と単肥配合を併

用して追肥を省略した区で、ある。また春蚕期

15 

単肥配合

B 

単肥配合
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表-4 土壌中の無機態 N

有機物の施用をしていないので， 3年目には，有機物よ

りのN残留はほぼ考えられない。にもかかわらず，ハイ

コントロ一ル施用区で

を確保しえ7たこのは，残留効果のあったことを推察せざる

をえない。通常 N30kg/10aの施肥量は， 2， 300kg/10 a 

程度の収量を想、定したものであり，鹿児島県での施肥の

実状は，堆肥中の成分を含めると， N40kg/10 aが標準

となっている。

残留効果については，農水省蚕試の高岸が本誌1982年

5月号で，この試験地の所在地の地温を，溶出率曲線に

あてはめてN溶出量を試算し，ハイコントロール 180を

使用した場合には， 20%くらい残留してゆくことを推定

して，収量の増加と残効についてふれている。

(3) 土壌中の無機態N

土壌中の無機態Nを表4に示した。コーティング肥

料を使用することによって，肥効が持続し，追肥を省

略できることが，収葉量の推移からわかったが，ハイ

コントローノレ100，180を施用すると，梅雨後の桑の生

長最盛期まで無機態Nが，単肥配合分施区よりも高い

試験開始初年目から増収傾向を示したのは，緩効性肥 レベルで、残っていることが認められる。

料と単肥配合を併用した場合か，夏肥，追肥の夏期 2回 おわりに

施肥をした場合で、あったが， 3年目には春肥・夏肥とも ハイコントローノレ100，180は，単肥配合に較べて肥効

ハイコントローノレを使用して，追肥を省略した場合にも が長続きL-，降雨による養分流失も少ないことから，暖

増収し，増収率も大きくなる傾向が認められた。 地多雨地帯の桑園に適する肥料と考えられる。特に暖地

また緩効性肥料の使用割合が多いものほど効果があり 桑園施肥上の問題点となっている追肥を省略できること

夏肥にハイコントロ{ノレを使用して，追肥を省略する場 は施肥省力化，肥料効率の向上に大きな利点となるであ

合には， 100タイプよりも 180タイプが勝ることがうかが ろう。また連用することによって3 残留効果も期待でき

われた。 る反面，最初は増収につながらない場合もあるので，速

従来の桑専用肥料のなかで，有機態の成分を含むもの 効性の肥料と組合わせて使用するなどの，合理的な施用

や，粒形の大きい緩効性肥料では，桑の収量を変えるま 法を検討すればより，効果があがると考えられる。

が増収したのは，春肥にハイコントロール 100を施用し

た区で、あり，春肥に単肥配合を施用して増収した区は，

前年の夏肥にハイコントロール 180を使用した区で、あっ

7こ。

以上の結果をまとめると，春肥にハイコントローノレ

100，夏肥にハイコンムローノレ180，春肥にハイコントロ

ール 100， 夏肥にハイコントロール 180と単肥配合の併

用，春肥にハイコントロール 100， 夏肥に単肥配合，春

肥と追肥が単肥配合，夏肥がハイコントロール 180とい

う組合せで，増収する傾向がみられた。また夏肥にノ、ィ

コントロール単用か，単肥配合と併用することによって

単肥配合の夏肥追肥分施区と同等以上の効果が認められ

ることから，追肥を省略できることがうかがわれた。

(2)半収量の経年変化

これまでは 3か年間の平均収量の結果で，緩効性肥料

の効果を検討してきたが，永年作物では，短期間の試験

結果では，明確にしえない点もあるので，収量の経年変

化をみながら，検討を加えてみたい。試験開始初年目と

継続 3年目の収量を表 3に示した。

表-3 年次別収量 lkg/lOa 

で，その特徴が発揮されないことが過去の試験でわかっ

ているが，コ{ティング肥料は暖地多雨地帯の桑の施肥

効率の向上に，期待のもてる肥料といえそうである。

さらに特徴的なことは，最初は減収傾向にあったノ、ィ

コントロール減肥区と，春肥時年1団施肥区も， 3年目

には増収になっていることである。ハイコントロ{ル施

用区の 3年目の増収が，大きくなっているのと考えあわ

せると，この肥料にはかなりの残効が期待できるのでは

ないかと考えられる。

この試験は，肥料の特性をよりはっきりさせるために
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'''w'\.''''''山卑、.~..刷.. 川山.♂円川.町.

前線も，そろそろ動き出したようです。三寒四温と

いうのか，最近は晴れるとなればそれこそ春いっぱ

いの感じです。今朝，武蔵野市では初めてうく刈、す

の声を聞きました。

3月号をお送りします。 CK生〉


